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１．堤防における漏水箇所の詳細調査 

○目的：漏水発生箇所の予測に資するデータ蓄積 

○対象：噴砂を伴う堤防漏水の発生箇所（9箇所）  

○内容：地質構成、比高差、噴砂の由来 

○方法：現地調査により噴砂規模を確認、規模別に分類し 

     調査を実施 

      ・大規模噴砂（４箇所）：地質調査、試掘調査、測量 

      ・小規模噴砂（５箇所）：概略地質調査、測量 



１-1 鬼怒川における漏水箇所 

■漏水被害は、鬼怒川の４０ｋより下流で発生。 
■多くは、治水地形分類図の『氾濫平野 微高地』に分類される。 

治水地形分類図 凡例 

  ：大規模噴砂箇所 

  ：小規模噴砂箇所 

〔大規模噴砂①〕 
左岸13.07～13.20k付近 

〔大規模噴砂②〕 
左岸20.15k付近 

濁った水 

〔大規模噴砂③〕 
左岸21.50k付近 

〔大規模噴砂④〕 
右岸38.17～38.4k付近 

〔小規模噴砂①〕 
左岸7.90k付近 

〔小規模噴砂②〕 
左岸22.30k付近 

〔小規模噴砂③〕 
左岸32.10k付近 

〔小規模噴砂④〕 
左岸35.10k付近 

〔小規模噴砂⑤〕 
左岸39.10k付近 

2 ※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 



1-2 大規模噴砂の発生箇所の詳細調査 

■左岸13.07k～13.20k付近において、複数箇所で噴砂を伴う漏水が発生。 
■漏水箇所は、治水地形分類図の『氾濫平野 微高地』に分類される。 

 

 
 

 
 

 

大規模噴砂箇所①(左岸13.07～13.20k付近) 

 

　

　

 

 

 

  

被災状況写真 

噴砂状況 

2m程度 

【堤内地】 

【堤体】 

【堤内地】 

【堤体】 

堤防状況 

〔川裏状況〕                〔川表状況〕 

L＝１３８ｍ 

変状範囲の中央付近 

対策後 
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漏水箇所位置図 治水地形分類図 

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 

      

漏水箇所 
13.07k～13.20k付近 

  

漏水箇所 
13.07k～13.20k付近 

【平成27年9月22日撮影】 

治水地形分類図 凡例 



1-2 大規模噴砂の発生箇所の詳細調査 

■堤体は砂質土（Bs）で構成され、薄い粘性土（Bc）で被覆されている。基礎地盤は砂質土(As1）が川表から川裏まで連続し、川裏法尻部で粘性土（Bc、Ts）により 
  閉塞されている。 
■試掘調査により、川裏法尻部の表土（Ts）と粘性土（Bc）との境界付近に噴砂口が確認された。 
■基礎地盤の砂質土（As1）が川裏法尻部の粘性土（Bc）の弱部を通って噴出したと推測される。 

大規模噴砂箇所①(左岸13.07～13.20k付近) 

噴砂と砂質土（As1）の粒度の比較 

4 ※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 
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③
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■左岸20.15k付近において、複数箇所で噴砂を伴う漏水が発生。 
■漏水箇所は、治水地形分類図の『氾濫平野 微高地』に分類される。 

大規模噴砂箇所②(左岸20.15k付近) 

1-2 大規模噴砂の発生箇所の詳細調査 

被災状況写真 

堤防状況 

〔川裏～天端状況〕 

【堤内地】 

【堤体】 

【堤内地】 

【堤体】 

対策前 対策後 
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漏水箇所位置図 治水地形分類図 

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 

漏水箇所 

漏水箇所 
20.15k付近 漏水箇所 

20.15k付近 

【平成27年9月22日撮影】 

治水地形分類図 凡例 



■堤体は砂質土（Bs）と粘性土（Bc1、Bc2）で構成されている。基礎地盤は粘性土（Ac1）が川表から川裏まで連続し、その上位に砂質土（As1）が分布し、 
 川裏で層厚が薄くなる。 
■試掘調査により、川裏法尻部の粘性土（Bc1）に噴砂口が確認され、下方に径10㎝程度のサンドパイプが伸び、深度0.2ｍ付近に空洞が存在する。 
■基礎地盤の砂質土（As1）が川裏法尻部の粘性土（Bc1）の弱部を通って噴出したと推測される。 

 

 

 

 

 

 

大規模噴砂箇所②(左岸20.15k付近) 

1-2 大規模噴砂の発生箇所の詳細調査 

噴砂位置 

砂質土 
（As1） 

空洞 

噴砂状況 試掘状況 噴砂跡（20.27k） 
堤体 試掘断面 

噴砂箇所の試掘調査結果 
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噴砂と砂質土（As1）の粒度の比較 

粘性土 
（Bc1） 

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 

地質層序表 

DWHL 

区分 記号 土質

Bc1 粘性土(礫混じりローム)

Bc2 粘性土(ローム)

Bs 砂質土(粘土混じり細砂)

Ts 表土(シルト質細砂)

As1 砂質土(細砂）

Ac1 粘性土(砂質粘土～砂質シルト)

As2 砂質土(細砂)

Ac2 粘性土(シルト質粘土～砂質シルト）

堤体

基礎地盤

試掘調査による噴砂発生状況模式図 

サンドパイプ
φ10cm程度　砂質土

噴砂 粘性土(Bc1)

空洞
　φ10cm程度

噴砂

空洞化

掘削範囲詳細図

0.20m
砂質土(As1)
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粘性土(Ac1)

漏水位置 

〔川裏〕                                  〔川表〕 
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■左岸21.50k付近において、噴砂を伴う漏水が発生。 
■漏水箇所は、治水地形分類図の『氾濫平野 微高地と旧河道』の境界に位置する。 

 

 
 

 
 

 

大規模噴砂箇所③(左岸21.50k付近) 

1-2 大規模噴砂の発生箇所の詳細調査 

 

 

  

 

 

 

被災状況写真 

濁った水 

澄んだ水 

9/10 15：13 撮影（洪水時） 噴砂状況 

堤防状況 

〔川裏～天端状況〕              〔川表状況〕 

【堤内地】 

【堤体】 
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漏水箇所位置図 治水地形分類図 

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 

漏水箇所 
21.50k付近 

漏水箇所 
21.50k付近 

【平成27年9月22日撮影】 

治水地形分類図 凡例 



■堤体は砂質土（Bs1）が粘性土（Bc1）に被覆されている。基礎地盤は砂質土（As1）が川表から川裏まで連続し、川裏法尻部で粘性土（Bc1、Ts）により 
 閉塞されている。 
■試掘調査により、川裏法尻部の表土（Ts）に噴砂口が確認され、噴砂口から下方に径1.5㎝のサンドパイプが存在する。 
■基礎地盤の砂質土（As1）が川裏法尻部の表土（Ts）の弱部を通って噴出したと推測される。 

大規模噴砂箇所③(左岸21.50k付近) 

1-2 大規模噴砂の発生箇所の詳細調査 

サンドパイプ 

噴砂 
噴砂 

サンドパイプ 

①【堤内地】 【堤体】①’ ②【上流側】 

噴砂箇所の試掘調査結果 

②’【下流側】 

試掘調査による噴砂発生状況模式図 
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噴砂と砂質土（As1）の粒度の比較 

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 

地質層序表 

〔川裏〕                                 〔川表〕 
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■右岸38.17k～38.40k付近において、複数箇所で噴砂を伴う漏水が発生。 
■漏水箇所は、治水地形分類図の『氾濫平野 微高地』に分類される。 

大規模噴砂箇所④(右岸38.17k～38.40k付近) 

1-2 大規模噴砂の発生箇所の詳細調査 

 

 

 

被災状況写真 

漏水（噴砂）箇所（H27/9/16撮影） 噴砂箇所のｸﾛｰｽﾞｱｯﾌﾟ 

堤防状況 

〔天端～川裏状況〕             〔川裏状況〕 
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漏水箇所位置図 治水地形分類図 

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 

漏水箇所 
38.17k～38.40k付近 漏水箇所 

38.17k～38.40k付近 

【平成27年9月11日撮影】 

2015年9月11日(H27.9.11) 

漏水箇所 

降雨等の影響で、川裏法尻部の堤脚水路周辺は 
水で満たされた状態 

鬼怒川 

治水地形分類図 凡例 
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■堤体は粘性土(Bc1、Bc2、Bc3)を主体とするが、粘性土の間に砂質土（Bs）が介在する。基礎地盤は砂質土（As、Asg）や礫質土（Ag）が川表から川裏 
 に連続する。 
■試掘調査により、川裏法尻部の粘性土（Bc3）と砂質土（As）の境界に空洞が確認された。空洞は厚さ0.1m～0.15mの厚さで連続している。 
■基礎地盤の砂質土（As）が川裏法面の粘性土（Bc3）の弱部を通って噴出したと推測される。 

  

大規模噴砂箇所④(右岸38.17k～38.40k付近) 

1-2 大規模噴砂の発生箇所の詳細調査 

噴砂と砂質土（As1）の粒度の比較 

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 
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鬼

怒

川

■漏水箇所は、治水地形分類図によると上下流側に広がる『氾濫平野 微高地』に分類される。 
■堤体は粘性土（Bc）、基礎地盤は砂質土（As）を主体に構成される。 
■基礎地盤の砂質土（As）が河川水の浸透水により噴出した可能性が考えられる。また、敷幅に比べ比高差が小さいため、降雨の浸透水とともに堤体の 
 一部に含まれる砂分が噴出した可能性も考えられる。 
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小規模噴砂箇所①(左岸7.90k付近) 

1-3 小規模噴砂の発生箇所の詳細調査 

漏水箇所位置図 治水地形分類図 

漏水箇所の地盤状況 

■堤防構造（近傍の既往地質調査か
ら推定） 
・堤体は粘性土で構成される。 
・基礎地盤は、表層部の0.25m 
 程度は細粒分を混入する砂で 
 構成されるが、以深は、均一 
 な細砂～中砂となる。 
 

漏水箇所の調査結果 

漏水箇所の堤防形状 

 〔遠景〕                        〔近景〕             

被災状況写真 

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 

漏水箇所 
7.90k付近 

漏水箇所 
7.90k付近 

【平成27年9月22日撮影】 

比高差 

治水地形分類図 凡例 

DHWL 

漏水位置 

噴砂と堤体・基礎地盤の粒度の比較 
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噴砂

区分 記号 土質

堤体 Bc 粘性土

基礎地盤 As 砂質土

粘性土(Bc）

砂質土(As）

小規模な噴砂

河川水の浸透

川裏 天端Ｌ7.90k

降雨の浸透
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 〔遠景〕                          〔近景〕             

■漏水箇所は、治水地形分類図よると旧河道近傍の『氾濫平野 微高地』に分類される。 
■堤体は砂質土（Bs）、基礎地盤は粘性土（Ac）を主体に構成される。 
■堤体が砂質土で構成されていることから、河川水や降雨の浸透水により、堤体の砂分が噴出した可能性が考えられる。 

漏水箇所の地盤状況 

■堤防構造（近傍の既往地質調査か
ら推定） 
・堤体は砂質土で構成されている。 
・基礎地盤は、粘性土である。 
 

小規模噴砂箇所②(左岸22.30k付近) 

1-3 小規模噴砂の発生箇所の詳細調査 

漏水箇所位置図 治水地形分類図 

漏水箇所の調査結果 

漏水箇所の堤防形状 

被災状況写真 

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 

漏水箇所 
22.30k付近 

漏水箇所 
22.30k付近 

【平成27年9月22日撮影】 

比高差 

治水地形分類図 凡例 

噴砂と堤体・基礎地盤の粒度の比較 

DHWL 

漏水位置 

0.005 0.075 0.250 2 4.75 19 75
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噴砂

：砂質土(Bs )
：粘性土(Ac)

砂質土(Bs）

粘性土(Ac）

小規模な噴砂

降雨の浸透

川裏 天端Ｌ22.30k

河川水の浸透

区分 記号 土質

堤体 Bｓ 砂質土

基礎地盤 Ac 粘性土
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■漏水箇所は、治水地形分類図よると『段丘面』に分類される。 
■堤体は粘性土(Bc)、基礎地盤は粘性土(Dc)を主体に構成される。 
■降雨の浸透水とともに、堤体の不均質な粘性土に含まれる砂分が堤体の弱部から噴出した可能性が考えられる。 

漏水箇所の地盤状況 

■堤防構造（近傍の既往地質調査
から推定） 
・堤体は比較的均質な粘性土で構 
 成される。 
・基礎地盤は、不均質で砂分を少 
 量混入する粘性土である。 
 

小規模噴砂箇所③(左岸32.10k付近) 

1-3 小規模噴砂の発生箇所の詳細調査 

漏水箇所位置図 治水地形分類図 

漏水箇所の調査結果 

 〔遠景〕                            〔近景〕             

被災状況写真 

 
 

 

 
 

 

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 

漏水箇所 
32.10k付近 

漏水箇所 
32.10k付近 

【平成27年9月22日撮影】 

比高差 

治水地形分類図 凡例 

DHWL 

漏水箇所の堤防形状 

比高差 DHWL 

漏水位置 

区分 記号 土質

堤体 Bc 粘性土

基礎地盤 Dc 粘性土

粘性土(Bc）

粘性土(Dc）

小規模な噴砂

降雨の浸透

川裏 天端Ｌ32.10k
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 〔遠景〕                          〔近景〕             

■漏水箇所は、治水地形分類図よると『段丘面』に分類される。 
■堤体は粘性土(Bc)、基礎地盤は粘性土(Ac)を主体に構成される。 
■降雨の浸透水とともに、堤体の不均質な粘性土に含まれる砂分が堤体の弱部から噴出した可能性が考えられる。 

漏水箇所の地盤状況 

■堤防構造（近傍の既往地質調査
から推定） 
・堤体は砂分を混入する不均質な 
 な粘性土で構成される。 
・基礎地盤は、やや不均質な粘性 
 土である。 
 

小規模噴砂箇所④(左岸35.10k付近) 

1-3 小規模噴砂の発生箇所の詳細調査 

漏水箇所位置図 治水地形分類図 

漏水箇所の調査結果 

漏水箇所の堤防形状 

被災状況写真 

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 

漏水箇所 
35.10k付近 

漏水箇所 
35.10k付近 

【平成27年9月22日撮影】 

比高差 

治水地形分類図 凡例 

DHWL 

漏水位置 

区分 記号 土質

堤体 Bc 粘性土

As 砂質土

Ac 粘性土
基礎地盤

小規模な噴砂
粘性土(Bc）

粘性土(Ac）砂質土(As）

降雨の浸透

川裏 天端Ｌ35.10k
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 〔遠景〕                        〔近景〕             

■漏水箇所は、治水地形分類図よると『氾濫平野 微高地』に分類される。 
■堤体は粘性土(Bc)、基礎地盤は粘性土(Ac)を主体に構成される。 
■降雨の浸透水とともに、堤体の不均質な粘性土に含まれる砂分が堤体の弱部から噴出した可能性が考えられる。 

漏水箇所の地盤状況 

■堤防構造（近傍の既往地質調査
から推定） 
・堤体、基礎地盤ともに粘性土で 
 構成される。 

小規模噴砂箇所⑤(左岸39.10k付近) 

1-3 小規模噴砂の発生箇所の詳細調査 

漏水箇所位置図 治水地形分類図 

漏水箇所の調査結果 

漏水箇所の堤防形状 

被災状況写真 

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 

漏水箇所 
39.10k付近 

漏水箇所 
39.10k付近 

【平成27年9月22日撮影】 

治水地形分類図 凡例 

比高差 DHWL 

漏水位置 

粘性土(Bc）

粘性土(Ac）

降雨

の浸透
小規模な噴砂

川裏 天端Ｌ39.10k

区分 記号 土質

堤体 Bc 粘性土

基礎地盤 Ac 粘性土
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